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magnetic resonance imaging)  や PET(positron emission tomography)などは
 7 
侵襲性があり，高価な機器であるが，侵襲性が低く安価な NIRSにおいてもうつ
病の症状や変化を測定することが可能であり，それらの基準となるようなデー
タを集積できたことは大変意義深い。 
また第２に，本論文は，うつ病あるいは抑うつ状態にある人を対象にした臨
床心理学的介入の効果指標として NIRSを用いるうえで，どのような問題点があ
るかを先行研究の調査に基づき丁寧に整理したうえで，それらの解決にあたり
実証的なデータを示した点である。これまでうつ病においては主に鑑別診断補
助として用いられていた NIRSについて，横断的のみならず，縦断的データを測
定し，抑うつ変化と関連のある領域を明らかにできた点は，臨床的にも意義が
高い。また抑うつ症状の維持悪化に関連のあるネガティブな認知・感情の賦活
と制御に関連する領域を明らかにできたことも，臨床心理学的介入への応用に
大きく近づくための知見となった。 
第 3には，模擬的ではあるが，臨床心理学的介入による NIRSデータの変化を
明らかにし，臨床心理学的介入の効果を確認するために重要な知見を集積でき
た点である。第 8 章で報告されているように，抑うつ的認知を活性化させるよ
うな自己参照的課題をおこなったところ，抑うつ傾向群は非抑うつ傾向群に比
べて前頭極領域や右前頭前野領域における賦活が確認され，従来の脳機能画像
法と同様に，内側前頭前野といった抑うつ的認知とその制御のプロセスと関連
する領域の賦活が確認された。また，そのような抑うつ的認知を活性化させた
後に，性格特性語の意味を自分に引き付けて考えるのではなく，言葉の形態を
考えさせるような処理水準の浅い課題をおこなった結果，抑うつ傾向群にのみ
平均賦活量の低減が確認された。このような結果から，臨床心理学的介入の対
象となる抑うつ的認知や，その介入の効果も NIRSデータによって確認できる可
能性が示された。しかしながら，これらの研究は，抑うつ傾向のある大学生を
対象にした研究であったため，うつ病患者をはじめとした臨床群においても今
回の結果を再現できるかどうかはさらなる検討が必要である。 
また全体として，うつ病という疾患の多様性や複雑性に考慮する必要がある
という指摘があった。実際に，本研究では，対象の重症度や病相の違いによっ
ても，関連のある脳領域やパターンが異なっていることから，NIRS データの解
釈には慎重さが求められる。しかしその一方で，うつ病の多様性や複雑性を示
せたことも本研究の意義の一つであると評価した。 
 
なお，本審査委員会は審査の過程で，本論文の完成度をさらに高めるために
限定的な修正（説明の明確化）を求め，申請者はこの要求にもとづく修正を行
った。 
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 本審査委員会は本論文を総合的に判断し，その価値，意義および課題につい
て検討した結果，本論文が期待される要求水準を十分に満たしたものであり，
博士学位の授与に値すると判断する。 
 
 
